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2S-15(P) マウスのコレステDール負荷実験によるドナリエラβ－カロテンの

血漿コレステロール低下作用

ポスターセッション

　　　　　　○高橋　英博’塩見　卓也’林　勝彦’伊藤　要子”
　　　　　　(’日健総本社　*’愛知医大）
目的　高脂血症は、動脈硬化症、虚血性心疾患などの危険因子として極めてリスクが高

く、特にこれらの発症予防、再発防止には、血清コレステロ―ルをはじめとする脂質合成
を低下させることが重要である。このため近年、基本となる食事療法の重要性か一般の間
でも認識されるようになった。一方、βカロテンを含む緑黄色野菜が、これらの発症予防

に推奨されているが. LDLの酸化抑制効果については多数報告されているものの、実際の
脂質低下作用については殆ど報告されていない。そこで今回我々は、天然βカロテンを最

も多量に含むドナリエラβカロテンの血漿脂質低下作用を確証するためマウスのコレステ
a―ル負荷試験にて検討した。

方法　５週令雄ddy系マウスを１週間訓化し、一群6匹として４群で実験した。1 %コレス
テaール群(1 %コレステロールを含む飼料を摂取) .ドナリエラパウダー15mg/kg群

　（ドナリエラβカロテンをlmg/kgを経口投与）、ドナリエラパウダー75mg/kg群（ド

ナリエラβカロテンを5mg/kgを経口投与）、コントa ール群(MF飼料を摂取）の４群
に各飼料を12日間投与した。なお、ドナリエラβカロテンは、オレイン酸に混和し油状飼
料として経口投与した。　1％コレステロ―ル群、コントロール群に同量のオレイン酸を経

口投与させた。12日後、血液及び肝臓を採取L.LDLを測定した。
結果　ドナリエラパウダー15、75mg/kg群では、血漿中の総コレステa ール、HDL,ト

リグリセライドを測定して算出したLDLS度は1 %コレステロール群に比し、有意に抑制
されていた。これらの結果より、ドナリエラβカロテンは、血漿ＬＤＬを低下させることが

明かとなった。

2S-16(P) ラット肝臓内アルコール脱水素酵素活性の性差に対する性ホルモンの影響
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　【目的】ラットの肝臓内のalcohol dehydrogenase （ADH)やaldehyde dehydrogenaseの

活性は，雌性が雄性より有意に高く，性差があることを既に報告した。しかし，これら

の活性に対する性差の機構は明確でない。本研究では, ADH活性の性差に対する性ホル

モンの影響を明らかにするため，去勢および各種性ホルモン投与の影響をしらべた。

　【方法】雌雄のSprague Dawley系ラットを用いた。去勢の影響は精巣除去，卵巣除去ま

たは擬似手術（対照）後。約10日間飼育してしらべた。性ホルモン投与の影響について

は，次のいずれかの条件でしらべた:testosterone （TES ；5 mg/kg 体重, 2回／1日, 7

日間投与）, progesterone （PRO ； 75 μg/kg体重, 1回／2日, 20日間投与），β

-estradiol（β-ES ；50 μg/kg体重, 1回／2日, 20日間投与）。肝臓のcytosol画分を調製

後, ADHの活性およびタンパク質濃度を常法にしたがって測定した。

　【結果】1）精巣除去群のＡＤＨ活性は対照群より有意に高く，雌性ラットとほぽ等しかっ

た。2）ＡＤＨ活性は卵巣除去により変動しなかった。3）精巣除去ラットのTES投与群

のＡＤＨ活性は有意に低かった。4）雌雄のＰＲＯ投与群および/?-ES投与群のＡＤＨ活性は

いずれも対照群より高かったが，有意差は雄性のβ-ES投与群のみに認められた。

　【結論】ラット肝臓のcytosol内のADH活性が雌性より雄性が低いのは，精巣から主に分

泌される男性ホルモンによりADH活性が低下することによると推定できる。
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